
平成22年8月7日
発行：会報部会http://www11.plala.or.jp/tsucity/　

わたしとホームステイ･イン･津

　　　　　山口美奈さんの長女　彩花さん

　私が二歳になった頃から、ホストファミリー
をはじめてもう１５年になります。その間にい
ろいろな国の方が我が家に来ました。今でも
メールなどで交流しています。ホストファミ
リーをして一番楽しいことは、いろいろな言語
や文化を学べることです。
　また日本の文化や習慣を教えることで改めて
日本の良さを知ることが出来ます。
　我が家はとても自然に接しています。私は四
人姉弟ですが歳の近い学生さんだと私たちの子
供部屋で一緒に寝起きをします。私たちのクラ
ブの試合の応援に来てもらったり、学校行事な
どに参加してもらったりして、兄弟が一人増え
たように感じます。
　世界各国に家族が増えていくことがホスト
ファミリーとしてとても幸せです。
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「ホームステイ今年も目白押し」

　4月１９日から５月２日までタイマヒドン大学、５月1日から４日
まで名大、三重大、鈴鹿国際大、６月１４日から１８日までケンタ
ッキー大学等の学生、７月１０日から２４日まで台湾の留学生を会
員の皆さんにホストをお願いしました。
　今年は小さなお子さんのみえる新会員の方が増え、積極的に受け
入れをされています。それぞれの家庭で留学生たちと楽しく交流を
深めて頂きました。８月２４日から２８日まで津市の友好都市、中
国鎮江市の江蘇大学から学生１０名も予定しています。

　　料理交流会だより　　カナダ料理とスペイン料理

会員の皆様方へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームステイイン津実行委員会　会長　植田賢一
　会員の皆様方にはお健やかにお過ごしの事とお慶び申し上げます。
　日頃は「ホームステイ・イン津実行委員会」の事業に格別のご理解・ご協力を頂いて居ます事心よりお礼申し上げま
す。
  去る4月25日に本会の総会が開催され、平成22年度の役員と事業が承認されました。本年度は4月19日～5月2日までの11
泊12日の三重県立看護大学よりの依頼によるタイ・マヒドン大学研修生3名のホームステイの受け入れに始まり5月の連休
には名古屋大学、三重大学、鈴鹿国際大学の留学生20名の受け入れ、6月14日～18日の4泊5日のケンタッキー国際研究協
会の来日した大学生(21名の内の9名)受け入れ又7月10日から鈴鹿国際大学の依頼による台湾の大学生(4名)の受け入れ等本
会の主事業であるホームステイの受け入れ数は34名となっています。
　お蔭様でホームステイを経験した学生からは素晴らしい体験をしたとのお礼の言葉を頂いています。これも一重に会員
の皆様方の暖かいご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
　6月20日には三重大学留学生セカンドホームの対面式、7月には料理交流会、そして10月には津祭り行事への参加、11
月には津市国際交流デーへの参画、23年2月には第18回「ワイワイガヤガヤ・フェスタ」等を予定しております。
　役員一同更なる本会の発展を念頭に皆様方のご期待に答えられる様頑張って行く所存ですので宜しくご支援、ご協力の
程お願申し上げます。

　ｳｲﾆｰさんの説明に聞き入る参加者と料理一品　　　　ﾊﾋﾞｴﾙさん「ﾊﾟｴﾘｱの完成です」

　３月１４日（日）講師にリサ＆ウイニーさんを迎えて50名余がカ
ナダ料理に挑戦しました。絶妙なコンビで進められる料理指導で会
場は和やかな雰囲気に包まれ料理もおいしく頂きました。

　　　平成22年度総会開催　役員と事業計画を決める

　11名の役員と２２名の協力者で運営します。皆様のご協力もよろ

しくお願いします。尚、顧問の柏木さんが今回退任されました。長

きに亘り、会へのご尽力苦労様でした。

　　会　　長　植田　賢一（再）　副 会 長　伊勢野裕子（再）

　　事務局長　井早　照彦（再）　事務局次長　 辻井　信二（再）
　　会　　計　柏原　博行（再）　監　　事　高山　京子（再）
　　運営委員　田中　　陽（再）　運営委員　吉岡美智子（再）
　　運営委員　加藤　美雪（再）　運営委員　高尾さゆり（再）
　　運営委員　山口　美奈（新）

　歌と踊りで世界はひとつ

「ワイワイガヤガヤフェスタ」

第二の故郷事業
　　　「セカンドホーム」

　７月１８日(日)にはハビエルさんを講師にスペインの代表的な料
理パエリアに挑戦。今回は料理交流会が始まって以来最高の６１名
の会員、子供が集まりました。調理室は料理そして人の熱気が交錯
し出来上がったパエリアに舌鼓を打ちました。次回はどんな料理に
なるのか、どうぞお楽しみに。

名大、三重大、鈴鹿国際大お別れパ＾ｰテイ　　　　　　　　津市から記念品の贈呈

　２２年度前期の三重大留学生の第二の故郷事
業セカンドホ‐ムの対面式が６月２０日セン
ターパレス研修室で行われました。今回１６名
の申込みがあり、これで延べセカンドホームに
は２４５名の留学生が参加しています。
　地元三重大学との国際交流事業の大きな柱と
なっています。普段着の付き合いを通じて、留
学生が日本での生活に楽しい思い出を作り、で
きれば帰国しても交流が深まれば幸いです。

　２月２１日、第１７回ワイワイガヤガヤフェ
スタは津リージョンプラザお城ホールに４００
名が参集し、参加常連のアレグリアによるフラ
メンコのオープニングで賑やかに開催されまし
た。１０カ国１２組がお得意の歌、踊り、演奏
を披露していただきました。韓国伝統の宮廷舞
踊、モンゴルの馬頭琴、そしてはフィナーレを
飾った津児童合唱団のコーラスは何れも初めて
の出演でした。次回の開催は２３年２月１３日
を予定しています。

韓国宮廷舞踊


